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無：負荷度り璽器と蓬；両用蓄電’．器．．との

一線開放時に於ける高調波共．振

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小串孝治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fl、　i．艶　）に　一一　鳳～

　　　　　　　　　　　　・　　（昭和磐s讐s月30．1：梗珊

　　　　On　the　Hig‘her　Harnl　onics　Resoriance　betx／veen

．St，atic　Conclenser　Lrtncl　．a　T　o　Loacl　Pxeceivinf，，・，）”　Termi．n．al

　　　　　　　　　　　E”’ransforiner　by　Opening　o’ne　line

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Koji　O（liusl，III

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1”oichiro　KoHati．　．　．　．　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　NVhen　one　conductor　of　the　thi’ee　phase　transmission　system　hcftvipg　no　load　receiv．i．ng

terminal　powe：’　transfoTmer　is　opened，　k　i’s　someti’iin．es　supposed　to　happen　that　the　in一一

ductive　reactance　of　transformer　and　with　capacitive　x’eactance　of　shunt，　capacitor，　which

is　installed　in　some　pai“al；ei　connecting　system　to　that　no　load　system，　aie　satisfylng

higheic　harmonics　resonanqe　condition．
　　　rl“he　theoretical　analysis　and　experini　ental　reseiiLrch　1：y　miniatui；e　3000　volt　system　for

these．　p，hen，omenon　t・）xe　repbxted　in　this　paper．

　　　第製嗣の如きヲi三接地系統に二於て，A系受電端｝無貫荷攣圧…授器・を遮翻『する秘～な場合，接角蜀予i粥

寓1！iに）4く彗前力：あれば，…．・紛遷麹〒綱副」砿1隻を：寵簿邑するので・あるカ：，かカ｝る口寺i毘力・；長v・」易合4窪に＝於て，A系

と煎列に池るB系に設置されてv・る進．1・1：；1蓄電器C，が，B系顕荷インダクタンスの言為の如

flifにで衣っては，＿．1擁記墾揖1ミ暑倖のL2　と歪：；i訓1波LI．辱賑のイ傑｛牛を滴す足する璽聾力：ある。

　　　今睾琶溺恥こ含ま穿しるi駅麗皮：分・隠州l！ミを　君、，匿斤糸尺黒戸：・癒溜己を　Ia，　ib，　Jc　とし，　貸ヒの黒占よ　り夕己たる霧盆溺i

及び負荷側に封”3噂る調酒肉零，i’l／l，鋤1；．｛分．インピーダンスを夫々Z。．4，Z、．．t，Z，浸及びZ。B，Z、B

ZflR　とすれば，　1籔奉泉町ill醍祁∫．lll感調波茎手手i奪分電鯉ミ及び争建流は，ジ誕オく波の場イ｝と｝再蕩こに二し．亡餐｝られる。

即ち

　　　　　　　ll／A－1’，．．11’iLlili，1’i・’　．／’’’’’’’’’’’’’’’’”・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・・・・…i・…（i）

　　　［斯線線條轍，llに翻・しる電醸を37・とすli’しば，

　　　　　　　1繕教弓一一・一・一一・一一一・・一一（・）
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　　叉a相が先ず開離するものとせば

　　　　　Ia　＝　lo十／l十12　一wt　O　”’’’’’”J’’’’’’’’’’”一’’”一’’’’’”一’’’’”一’

　　今　Z．1，A＝ZSA，　ZIB＝Z2B　とすれば（1），（2）及び（3）より

　　　　　恥＝＿」篁辻聖悪童

　　　　　み，献血、Z・B）旦Z1細雨1護・L　．＿＿＿，
　　　　　　　　　　　　　　　A

　　　　　J。　”＿工麹d董曜）童

　　　　　”　　　　　　d

　　　　　d　＝　（Z，．　一F　Z，　，，）　｛2　（Zo　．，　十　Z，　is）　一1一　（Zi　．4　十　Zi　J3）｝

　　かくて，資荷側に：減ては

　　　　　盈＝＿＿」塑二多戯瑞
　　　　　　　　2　｛Z，．十ZoB）　十　（ZiA－FZiB）

　　　　　ri，，．　h．a．31，．．］・f．3．．E，，g．＋一．gfot　iZZ1i！：21giBZo2i－Zoii，Etsiuit！e－Zi－D　Ea　S　，．．．，．，，．，，．，，，

　　　　　　　Zin十ZiB

　　　　　　　　喝照・・＋．峰幽鳳過過β旦
　　　　　乙二．．．
　　　　　　　ZiA　一Y　ZI　73　　　　　　　　　　　　　　　　　d

　　線聞電歴としては

　　　　　　　　　agZiBEc‘　，　ZiB｛（ZiA十ZiB）一（Ze．i十ZoB）｝Ea

，””，h”，，””””一・ @（3）

（4）

一　（5）

　　　　　Iiab　＝　一　JitL：”：’r’fi　　　　　　　　　　　　：．［！b．．　十

　　　　　　　　　ZIA十ZIT3

　　　　　」・’Zl・　＝z溶鴇瑞　　　　　　　・一……・一一（6）

　　　　　編㍉繕西＋z鵡＋z工誓（z縣渦鵬

となる。かくて（5），（6）より

　　　　　ZIA　HトZIB＝0　　…・………………………・…一・…・…・…一・……一・……一……　　（7）

に二て」／b，ア。相二三が，叉

　　　　　2〈ZoA十Z，．）十　（Z，．d一一Z，．）　＝　O　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　L・・・・…　（8）

にては各相電｝燃力勢辱に共振條件となる。

　　飽和の影響がある場合には，各調波に：封ずるLaの値は，共の調波の基本波に1封ずる電填！ミ

位相に依っても攣化するのであるが，夫々の場合に於て近似的に一定と見倣せレご，上記の（7）及

び（8）は基本波及び高調波に：就ても威立つ條件である。

　　系統’がd結線攣璽器より押回されている場合も，断線時には，第5調波のみならす，第3

調波電塵も電源側に現れる。

　　かくて今第1岡に：於て，抵抗を省略し，且つ共の高調波に封してし，は一定と假定すれば，

　　（7）を沸足する條件としては
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3 無薮畳霜囲器と莚粗ノll蓄電器とd）一線鵬放聴1こ於ける高調波共振
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L、何｝L1五，（c・ノ＋o・！＋o汁。Ωヒω珊一ωL・（L・＋乙・）

11吾

　　五・「。・五、‘至・｝｛ω・L、L，（C，・一F・C・e”1一（Ci＋C。）一。L、｝一。・協（L、÷恥房乙，剛”’…（9）…

叉今　（b＝Cux＝Ci＝Cl！瓢0　の時ぽ

　　　　　砺鵬誌皐龍撃芸秀盛（研萄・一一一・…・……一・一…（・①

　　璽に二　L4＝。。の場合には

　　　　　Cf　＝＝　”thTirruLi；tillll，￥±L，LL”，’［iritz；lizlsntL，）　’’”一”一’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”一’’’’’’’”　aO

である。（8）の條件に就いてぽ

　　　　　L‘＝一（e）2LL“i’ii21ilgliS13［Z｛iiil｝llriLii）iiiil’i3kE－r　’’’’’’”“’’’’’’’’’’’’’’’”“’’’’’’’’’’’”‘’’’’”一’’”‘’’”　（’2）

　　　　　α二｛ω2L2（0。＋0、）一1｝｛2ω2五、（0，＋0。！）（0∫＋α，り＋ω2G、（％！L，｝＋ωIV．、L、CbC。！（q’＋0。！）

　　　　　β＝2（C。＋C。り｛ω2乙，（0。÷G）一1｝＋ω26bO。’L，

　　　　　T　＝＝　（Li＋L：i）　coeC2　［2　（（Jo＋CoX）　｛ce2L2　（Ce”一一　Ci）一1｝　＋a）2L，CoCo’］

であり，今　01誰01／＝0，LA　・＝。。　とせば

　　　　　｛2（G〕＋6bりCtUgL、Cb－1）＋　a）gL，　Co　Co’｝｛（ω2ゐ3G－1）（♂L、Gr　1）一げし、C，｝

　　　　　　　　＋a）SL，C］oCo’　｛c，）！LfiCo－1｝｛to2L3C2－1｝　＝　O　i　J・・・・…一・・・・・・・・…J・…一・・一…　（13）

となる。

　　次に模擬回路と1、て，3KvA，100／3000，50％，％x二12　3叢を電源攣塵締，1KvA，1100／

220，％κ篇0・8にして第2圖の］／　1’1き飽和特性を有』する攣巫器3｛1’llにて無声荷攣狽，ミ器L，，夏に

L，として5KVA，3000／200，％X＝エ・4　3藁を1バンクとして構成した系統を用いて實験した

場合鷺見るに？小容量墾撚器11友，抵抗感の面出が大であって，共振の振幅も著しく制限される
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故，郷析を容易ならしめる様に，電源54％，50Vに：常に：保持して菊っている。即ちL，噛は可

成飽和の状態にある様にしてある場合である。

　　第3圖は乃。，即ち健金線雪平：ll．liCの分析であって，第3調波の基本波分に1封ずる振幅比の

％を縦軸に；200V衡蹟／l！11相常挿入C，を横軸としたものである。（1）曲線はL，　＝。。の（ll）

式の場合に：なり，C2）は転＝1395H，（3）は0．15Hとした場合を示してV・る。（2）（3）では

Co　＝1×ユO”8F，　C，／　・O．0177×10－6Fが設1ナられている。第4岡は夫々（1），（2）の共振時のオツ
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シμである6第。「岡は比較のために記されたものである。第6岡は上記の第5調波の場合であ

って，第7岡は（i）及び（2）の共振黙波形である。叉纂8圖は乃σ即ち健全線，故障線開電

瞳であって，第3調波を示し、，Ce，　Co’は上記同檬であるn

　　（1）はし，　：。。，（2）ぽ転瓢1．395H，（3）はし4瓢0．15　Hの場合であって，第9岡は共振附近
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の例である。第10岡は前記の第5調波に就て分析した結果であって，共振黙は次第に左方に移

動している。第11圃は波形例を示している。何れの場合もCl　＝　Clf　＝＝　OとしてV・る。

　　本實験では飽和の爲，Laの値が一一一・；’Eでなく，夫々の場合で値が礎っているが，實際の途電

系統に於ては，飽和も少く，計算上基本波に調する為の1直で近似的に共賑黙の推定ぽ可能であ

り，又抵抗分による振揺制限も少い故，共振電流により各相に：高調波過電墜が生する可能性が

存在する。


